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清代中国から欧米に輸出された扇子
松浦章
TheFansexportedtoEuropefi,omChinaduringQingDynasty
ＭＡＴＳＵＵＲＡＡｋｉｒａ
VariouscraftswereexportedtowardstheWesternQingDynastyespeciaⅡyfrom
GuangzhouatChina,thereisaf8ninoneoftheChineseproducts,ThatthefOldingf8n
madeinChinahavebeenexportedinlargequantitieｓｉｓｎｏｔｗｅⅡknown､sodetajlsare
unclearwhatf8nslikethisaboutwhatwasexhibitedintheMuseumofJiaxingatChina
inAugust2013andCantonProvincialMuseum“ChineseExportFineArtinQing
Dynasty）fromGuangdongMuseum",learnedinthesenseofvarietyB
Inthispaper,wewouldliketodescribethef8nthatwasexportedtowardsthe
WestfromCantonishappeningintheQingDynastyChina
Keyｗｏｒｄ：ＦａｎCantonChinaWesternQingDynasty
緒言
清代中国とりわけ匿州から欧米に向けて様々な工芸品が輸出され')、その中国製品の一つに扇子があ
った。中国製扇子が大量に輸出されていたことはあまり知られていない。その扇子の輸出数量に関して、
正確な記録が残る中国海関の1859年以降に関しては、“的〃"ｓｑ/・坊ｇｊ”oγｔα””伽加庇，
cαγγ〃ｏ〃〃〃eγ允花妙β卿α〃伽加γｵＱ/,Ｓｈａ昭加e,允γ伽膨αγ1859"以後の海関史料に見ら
れる。
こころみに同書の1859年前期の上海から英国や諸外国に輸出された扇子の数量を表示すると表ｌのよ
l）小林太市郎氏が『支那と仏蘭西美術工塾』（東方文化学院京都研究所、1937年）において「和蘭及び英吉利東印度曾
社の支那工蕊品輸入」（60-74頁）において、オランダ東インド会社やイギリス東インド会社によって中国産の工芸
品が大量に西欧にもたらされたことを指摘されるが、その中心は磁器製品や漆製品であった、扇子にはついては触
れられていない。
中国や日本の扇面画が西欧のフランス美術への影響に関しては、中谷伸生氏の「扇面画の美術交渉一日本・中国か
らフランスヘー 」（『関西大学東西学術研究所紀要』第46輯、2013年４月、51-71頁）において検討され、「扇面画
の美術交渉は、東アジアやヨー ロッパの各地において、相互に影響し合いながら広範囲の地域に拡大していったの
である」（69頁）との重要な指摘をされている。
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